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ボ
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ダ
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担
の
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映
さ
れ
る
遭
号
満
じ
て
も
ら
い
た
一
る
。
遺
跡
舗
装
辱
は
計
画
ど
お
り
寝
泊

一
間
集
雲
莞
て
河
川
の
位
陣
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で
酔
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す
べ
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も
の
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担
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ま
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醐
警
管
室
さ
れ
た
掛
了
た
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分
宝

石
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附
の
長
、
水
防
署
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備
な
ど
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よ
っ
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行
な
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事
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の
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頼
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す
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努
力
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吉
一
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強
い
童
福
一
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に
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い
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よ
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葉
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事
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答
新
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検
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し
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近
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さ
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れ
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あ
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す
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本市の人口

(昭和44年7月 l日現在)

人口総数 185.227人

男 88.259人

女 94.968人

帯 数 55.288世帯

人
頭
割
を
六
十
五
円
に

世
帯
均
等
割
は
据
え
置
き

世
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。
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概
曜
を
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
一
分
離
す
る
描
聞
を
と
り
、相
互
吋
ん
制
一
@
汚
版
に
対
す
る
外
部
酌
童
、
笠
一
一
一
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員
会
に
は
員
長
一名がおり
、必た部門といえるでしょう。

:

、

ま

れ

汁かかる事態か
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ッ
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震
を
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し
た
の
で
あ
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に
叫
す
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し
た
勺
干
ー
そ
の
結
果

L
一…
豆
舜
』
昔
、

寄
っ

2
2苦
情
し
O
水道郵
常
任
委
員
会
(九日

…

鎌

民
各
位
に
迷
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苦
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吋
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と
墨
く
一
り
ま
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⑥
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フ
の
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部
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か
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、
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在
詰
の
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憲
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で
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、
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れ
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さ
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か
り
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件
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し
て
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、
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ら
か
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詰
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霊
-
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正
予
喜
望
霊
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し
た
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た
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あ
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主
力
史
れ
万
が
う
か
が
わ
れ
ま

…

7
一

九
九
対

札

辺

司

む

一

調

査

方

針

な

ど

決

定

言

語

豆

持

続

出

日

起

詰

担

当

言

語

ヨ

ー

詩

揺

す

i障
さ
れ
て
い
言
μ

り一

A
1匝
思

温

亀

一

時

一

注
目
の
汚
職
特
別
委
聞
か
れ
る

一ド
ー
己
J
M
h
h
u
門
戸
一
時
十
向
て
か
ら
う
向
上
山
い
お
れ
は
け
い
刊
誌
務
持
続
h
k
h
m
科
目
照
的
U
M
M
U
M
M
l
S
M
Z
…

一
隅

Ha--
園
圃
圃
司

i
A
比

1

側
一
斉
臨
時
ιで
話
さ
れ
、
関
省
一
に
わたって
員
参
開
会
、出途同一円
であり、乙の対策として、
農
作
一
い
た
黒
い
輔
が
事
実
と
し
て
刷
る
と
夏
の
聖
雲
在
し
て、京事
一山
手
と
し
、
芸
員
会
の
定数は
十
し
附
盤
な
ど
街
を
き
れ
い
に

Z
川
芸
品

一
国
守
也
劃
E
・
E
・
田
作
、
官晶司

J

説国関
"

一

一

一

一

一

円
一
名
の
と
こ
む
と
九
朽
の
と
こ
ろ
が
し
む
と
③
判
定
H
H
、変泊央所前
O
市
立
問
品
向
哲
学
活
訣
格
的
に

山

-P一面
圃
・
圃
医
旬
、
J

幽
圃
~

た
一
の
嗣
苦
付
託
さ
れ
た
同
時
特
別
言
語
と
の
理
で
問
岨
占がありまし
一明
主
に
蝦
聾
聞
を
散
布
し
て
川
君
主
一
連
刀
汚
肢
は
、
派
閥
の
京
一件の

E誌の点怖をすること一

だ一

園
幌
町
一
一
回
圃
園
田

v
l
k幽
固
め
一
を
六
月
一
目
、
正
史
民
主
誌
一
た
が
、
現
在
踊
設
を
進
め
て
い
る
段
階
一
は
か
る
万
華
研
究
す
る
と
と
も
に
、
一
向
ん
だ
も
の
だ
。
派
閥
賠
に
対
す
る
一
立
長
一
銭
で
決
め
た
の
で
あ
り
ま
す
一
"
あ
り
ま
烹
百
語
教
の
し

C
S青
少
年
の
非
開
ず
る
草
壁
特
別
会
員
会

一
溺

UB圃
圃
園
司
』
弱
極
圏
咽
甲

山
7
Lち一ハ
H
九
回
嗣
貴
乃
剖
高
校
、
一
で
す
。
一
こ
の
棋
聖
剤
に
つ
い
て
幸
福
描
冊
一芝
方
は
ど
う
吟
一
そ
の
特
別
注
目
立
は
名
著
「
組
一
早
急
品
在
、
語
、
民
一
円
防
止
@
E
の
ハ
喜
あ
ず
か
っ
O
起
き
豊
富
に
聞
す
る
輯

会一

寸
面

塁

靖

恥

互

い

は

む

訪

問

山

一
民

自

ぷ

必

ぉ

正

助

ド

警

上

在

野

鳥

誌

員

立

…

五

日

主

事

壮

一

一

wqj

一
F
I
4
1
一

品
温
園
周
一
U
U
M
刊
誌
対
訪
れ
一
日
付
持
軍
脱
出
問
、盟
れ
い
U
時
計
十
日
日
目
一
し
十
恐
川
口
町
刊
誌
泣
い
て
7
r
i
M
M
M
M
円
相
一
一
十
百
一
正
当
な
皆
が
な
く
こ
れ
喜
し
た
一
日
の
問

Hzg一Z
う報告が一

}

一

色

国

'EF
一定
し
た
。
芝
居
対
語
改
昌
一
轄芳
、
J
、
小
沢
翼
手
一同
す
る
と
急
で
あ
り
ま
す
の

E
一
世
市
長
わ
れ
る
。
も
し
あ
れ
ば
、
一
一
、
君
主

T
E一
一
三
り
ほ
君
臨
述
;
必
然
釧
一
な
苫
れ
弓
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ま
一

》

烏

'E

一E
r

e
崎古

(2 ) 

汚
職
の
背
景
を
追
及

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置


